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東
北
・
関
東
を
襲
っ
た
今
回
の
大
震
災

は
、
瞬
時
に
し
て
数
万
の
人
び
と
の
生
命
を

奪
い
、
数
十
万
の
人
び
と
の
家
屋
、
田
畑
、

牧
場
、
漁
場
、
仕
事
を
破
壊
し
尽
く
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
原
発
の
事
故
は
、
今

後
数
世
代
に
わ
た
っ
て
環
境
を
汚
染
し
、
東

北
と
そ
の
近
辺
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
と
世

界
の
人
び
と
の
健
康
を
蝕
み
、
生
命
を
脅
か

し
、
再
び
戻
る
地
を
失
っ
た
流
浪
の
民
を
輩

出
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
。

大
震
災
の
引
き
金
に
な
っ
た
の
は
、
過
去

に
例
を
見
な
い
、
そ
の
意
味
で
は
「
想
定
外
」

と
い
っ
て
も
よ
い
巨
大
地
震
と
津
波
と
い
う

自
然
災
害
だ
っ
た
が
、
災
害
を
拡
大
し
、
長

東
北
・
関
東
の
大
災
害
が
照
射
し
た
も
の

本
誌
編
集
委
員 

小
寺
山 

康
雄

期
化
し
、
深
刻
化
し
た
の
は
、
地
震
大
国
の

こ
の
国
で
は
、
充
分
想
定
さ
れ
て
然
る
べ
き

原
発
の
事
故
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
今
回
の

災
害
は
必
然
的
に
起
こ
っ
た
人
災
な
の
だ
。

そ
の
意
味
で
は
、
東
北
・
関
東
の
人
び
と

の
今
日
の
受
難
は
、
明
日
の
私
た
ち
が
蒙
る

で
あ
ろ
う
受
難
、
い
や
、
現
に
こ
の
国
の
労

働
者
、
農
民
、
漁
民
、
底
辺
の
人
び
と
が
直

面
し
て
い
る
日
々
の
受
難
の
極
限
化
と
い
っ

て
も
よ
い
。

新
自
由
主
義
の
世
界
的
席
巻

八
〇
年
代
初
頭
、
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ

チ
ャ
ー
に
始
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
ガ
ン
、

日
本
の
中
曽
根
ら
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
た
新

自
由
主
義
は
、
ま
た
た
く
間
に
世
界
を
席
巻

し
た
。
こ
の
国
で
は
、
そ
の
総
仕
上
げ
と
し

て
登
場
し
た
の
が
、「
自
民
党
（
的
戦
後
保
守

政
治
）
を
ぶ
っ
壊
せ
」
の
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
で

喝
采
を
浴
び
た
小
泉
政
権
で
あ
る
。

戦
後
資
本
主
義
は
社
会
主
義
に
対
抗
し
、

自
ら
の
延
命
を
図
り
、
優
位
性
を
誇
示
す
る

た
め
に
、
国
家
が
積
極
的
に
経
済
に
介
入

し
、
公
共
部
門
を
拡
大
し
て
き
た
（「
大
き
な

政
府
」）。
さ
ら
に
、
経
済
成
長
に
よ
っ
て
パ

イ
を
大
き
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
分
配

に
あ
た
っ
て
大
な
り
小
な
り
社
会
民
主
主
義

的
施
策
を
採
っ
て
き
た
。
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福
祉
、
医
療
、
教
育
、
交
通
、
住
宅
な
ど
の

公
共
性
の
推
進
。
農
漁
業
、
中
小
企
業
に
対

す
る
保
護
・
育
成
。
対
抗
勢
力
（
日
本
で
は

総
評
、
社
会
党
）
の
一
定
の
許
容
。
そ
し
て

労
働
者
、
と
り
わ
け
大
企
業
労
働
者
に
対
す

る
終
身
雇
用
と
年
功
賃
金
、
企
業
福
祉
に
よ

る
生
活
の
安
定
。

と
こ
ろ
が
新
自
由
主
義
は
、
社
会
主
義
の

衰
退
・
崩
壊
も
相
ま
っ
て
、
は
ば
か
る
こ
と

な
く
徹
底
し
た
利
潤
至
上
主
義
、
効
率
第
一

主
義
、
つ
ま
り
資
本
の
論
理
の
純
粋
培
養
・

貫
徹
に
奔
っ
た
。
公
的
施
策
を
縮
減
（「
小

さ
な
政
府
」）
し
、福
祉
、医
療
、教
育
、交
通
、

住
宅
の
民
営
化
を
促
進
し
た
。
公
的
援
助
な

き
「
自
立
」、
つ
ま
り
「
自
己
責
任
」
が
こ
と

あ
る
ご
と
に
唱
導
さ
れ
、
働
か
（
け
）
ず
、
金

と
手
間
が
か
か
る
高
齢
者
、
障
害
者
、
生
活

困
窮
者
は
「
早
く
死
ね
」
と
、
言
わ
ん
ば
か

り
に
扱
っ
た
。

ち
な
み
に
公
共
部
門
に
従
事
す
る
労
働
者

（
公
務
員
）
の
比
率
は
、
北
欧
三
五
％
、
仏
三

〇
％
、
英
二
〇
％
、
米
一
六
％
に
対
し
て
、

こ
の
国
は
九
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
国
の
公

務
員
は
少
人
数
で
よ
く
働
き
、
国
民
、
在
日

外
国
人
は
す
で
に
充
分
に
「
自
己
責
任
」
を

果
た
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

効
率
第
一
主
義
の
象
徴
と
し
て
の
原
発

労
働
者
派
遣
法
に
よ
っ
て
「
非
正
規
」
労

働
者
は
三
分
の
一
に
達
し
、
そ
の
圧
力
で
正

規
労
働
者
の
タ
ダ
残
業
は
増
大
す
る
一
方

で
、
過
労
死
と
自
殺
者
は
年
々
増
え
続
け
て

い
る
。
労
働
者
の
可
処
分
所
得
は
減
少
し
、

年
収
二
百
万
以
下
は
四
分
の
一
に
の
ぼ
る
。

農
業
、
漁
業
な
ど
「
不
採
算
・
非
効
率
」

部
門
の
切
捨
て
が
進
行
し
、
い
ま
や
食
料
自

給
率
は
六
〇
年
代
初
め
の
半
分
、
四
〇
％
に

下
落
し
て
い
る
。
日
本
の
近
海
漁
法
、
養
殖

技
術
は
世
界
に
冠
た
る
も
の
で
あ
り
、
有
機

農
業
と
水
田
耕
作
は
人
と
環
境
に
か
ぎ
り
な

く
や
さ
し
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
新
自
由
主

義
は
、
自
動
車
、
家
電
を
売
っ
て
食
糧
を
買

う
ほ
う
が
効
率
的
で
安
上
が
り
と
嘯
い
て
き

た
。
大
規
模
農
業
特
有
の
農
薬
、
化
学
肥
・

飼
料
漬
け
の
食
料
輸
入
で
消
費
者
の
健
康

を
阻
害
し
、
い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
世
界
農
業
凶
荒
に
対
す
る
備
え
を
怠
っ
て

き
た
。

こ
う
し
て
切
り
捨
て
て
き
た
地
域
（
東

北
、
北
陸
な
ど
）
に
多
額
の
補
助
金
を
交
付

（
買
収
）
し
て
、
原
発
立
地
化
を
強
い
て
き

た
。
そ
し
て
、
そ
の
電
力
の
大
半
は
東
京
、

中
部
、
関
西
に
集
中
す
る
Ⅰ
Ｔ
、
家
電
、
自

動
車
な
ど
の
先
端
産
業
に
供
給
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
先
端
産
業
は
、
合

法
的
に
「
非
正
規
」
労
働
者
を
使
い
捨
て
る

自
由
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
法
人
税
と
社

会
保
険
料
負
担
率
に
お
い
て
も
優
遇
さ
れ
て

き
た
。
た
と
え
ば
Ｉ
Ｔ
産
業
の
負
担
率
は
仏

七
〇
％
、
独
六
〇
％
に
対
し
て
日
本
は
四

〇
％
、
自
動
車
産
業
の
そ
れ
は
仏
四
二
％
、

独
三
七
％
に
対
し
て
日
・
米
は
三
〇
％
の
低

率
で
あ
る
。
七
〇
％
〜
八
〇
％
に
達
す
る
北

欧
を
さ
し
お
い
て
も
、
こ
の
国
は
労
働
者
、

貧
者
に
厳
し
く
、
財
界
、
富
者
に
は
限
り
な

く
優
し
い
。

原
発
は
、
国
家
的
施
策
の
中
枢
に
位
置

し
、
産
業
構
造
、
社
会
的
諸
関
係
の
根
幹
に

位
置
す
る
象
徴
的
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
同
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時
に
、
利
潤
至
上
主
義
、
効
率
第
一
主
義
の

駆
動
力
な
の
で
あ
る
。

「
市
民
運
動
家
」
菅
首
相
よ

情
報
開
示
を
徹
底
し
て
怠
り
、
た
ま
に
開

示
し
た
か
と
思
う
と
、
で
た
ら
め
の
情
報
。

正
視
で
き
な
い
無
残
な
被
災
者
の
映
像
を
背

景
に
、
事
故
が
ど
こ
で
起
き
誰
の
責
任
か
、

我
関
せ
ず
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
東
京
電
力
の

記
者
会
見
。
何
を
言
い
た
い
の
か
、
さ
っ
ぱ

り
わ
か
ら
な
い
、
い
や
、
わ
か
ら
な
い
言
い

方
で
真
相
を
曖
昧
模
糊
に
し
た
い
の
だ
ろ
う

原
子
力
安
全
保
安
院
の
報
告
。
当
初
の
ス

リ
ー
マ
イ
ル
島
級
の
レ
ベ
ル
３
か
ら
、
水
素

爆
発
で
建
屋
が
崩
壊
し
、
炉
心
が
溶
融
し
て

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
級
の
レ
ベ
ル
７
の
事
故
と

判
明
し
て
も
、「
大
丈
夫
。
日
本
の
原
子
力

技
術
を
信
用
せ
よ
」
と
、
ま
っ
た
く
信
用
で

き
な
い
コ
メ
ン
ト
を
オ
ー
ム
返
し
す
る
だ
け

の
「
原
子
力
ム
ラ
」
の
御
用
学
者
。

当
初
、「
万
一
の
事
態
を
考
え
て
」
半
径
三

キ
ロ
圏
内
の
住
民
に
避
難
指
示
を
出
し
、
そ

れ
が
十
キ
ロ
に
拡
大
し
、
次
い
で
二
〇
キ

ロ
、
つ
い
に
三
〇
キ
ロ
ま
で
の
避
難
を
「
自

主
的
に
せ
よ
」
と
、「
無
計
画
」
な
指
示
を
乱

発
し
続
け
た
無
能
に
し
て
無
責
任
な
政
府
。

「
我
関
せ
ず
」
の
東
電
は
、
事
故
の
収
束
に

あ
た
っ
て
も
、
現
場
の
一
部
を
除
い
て
、
積

極
的
に
関
与
し
よ
う
と
し
な
い
。
収
束
作
業

を
し
て
い
る
の
は
、
職
を
奪
わ
れ
た
被
災
民

で
あ
り
、
全
国
各
地
か
ら
か
き
集
め
ら
れ
た

そ
の
日
の
糧
に
も
困
窮
し
て
い
る
人
た
ち

だ
。
彼
ら
は
放
射
能
線
量
計
が
警
告
ラ
ン
プ

を
と
も
し
て
も
、
そ
れ
を
無
視
し
て
作
業
を

続
け
さ
せ
る
「
協
力
会
社
」
の
下
で
、
文
字

ど
お
り
命
が
け
の
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
る

の
だ
。

東
電
の
責
任
を
追
及
せ
ず
、
反
原
発
派
の

意
見
を
封
じ
、
御
用
学
者
と
の
議
論
す
ら
回

避
し
続
け
た
テ
レ
ビ
。
そ
の
挙
句
、
彼
ら
は

反
原
発
の
デ
モ
に
参
加
し
た
タ
レ
ン
ト
の
山

本
太
郎
を
テ
レ
ビ
界
か
ら
放
逐
し
た
。

菅
直
人
首
相
よ
、
あ
な
た
が
市
民
運
動
家

な
ら
、
ど
う
し
て
た
だ
ち
に
現
地
に
と
び
、

そ
こ
で
緊
急
対
策
本
部
を
設
置
し
て
、
陣
頭

指
揮
を
執
ら
な
か
っ
た
の
か
。
東
電
の
情
報

秘
匿
、
ご
ま
か
し
を
叱
り
、「
協
力
会
社
」
の

冷
酷
非
情
の
作
業
を
や
め
さ
せ
な
い
の
か
。

避
難
指
示
を
出
す
な
ら
、
住
居
と
最
低
限
の

生
活
保
障
を
し
よ
う
と
し
な
い
の
か
。
タ
レ

ン
ト
の
思
想
信
条
、
政
治
活
動
の
自
由
を
侵

害
し
た
テ
レ
ビ
局
を
糾
弾
し
な
い
の
か
。
中

国
と
韓
国
の
首
相
、
大
統
領
の
避
難
所
慰
問

に
同
行
す
る
前
に
、
あ
な
た
自
身
が
も
っ
と

早
く
、
も
っ
と
足
繁
く
出
向
き
、
被
災
者
を

直
接
慰
め
、
激
励
し
な
か
っ
た
の
か
。

浜
岡
原
発
の
停
止
を
命
じ
、
ソ
ー
ラ
ー
シ

ス
テ
ム
千
万
戸
設
置
を
世
界
に
公
約
し
た
あ

な
た
な
ら
、
反
原
発
の
デ
モ
に
参
加
し
、
原

発
の
完
全
廃
棄
に
向
け
て
、
一
市
民
と
し
て

の
活
動
を
開
始
し
よ
う
で
は
な
い
か
。
あ
な

た
が
真
に
市
民
運
動
家
な
ら
。

追
記

イ
タ
リ
ア
の
国
民
投
票
の
勝
利
、
ド
イ
ツ

の
緑
の
党
の
躍
進
な
ど
反
原
発
の
世
界
的
う

ね
り
が
高
ま
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
三
月
中

旬
以
降
新
し
い
層
が
反
原
発
運
動
に
参
加
し

て
い
る
。
数
十
万
人
の
犠
牲
に
対
す
る
せ
め

て
も
の
償
い
で
あ
る
。


